
1 歳出予算

平成19年12月24日の閣議により平成20年度予算政府

案が決定されました。一般会計予算額は83兆613億円で、

19年度当初予算費0.2％増でした。

当所の総予算額は、1,093,466千円（対前年比104.4％）

となり、特別事業費関係で以下の拡充等予算要求が認

められました。

（1）動物用医薬品危機管理緊急対策費（組替）

38,184,（51,408）千円

18年11月に韓国で発生のあった鳥インフルエンザ

（H9亜型）のように、低病原性鳥インフルエンザに分

類されるにもかかわらず死亡羽数が多い事例があるこ

とから、このような新たなウイルスが万一侵入した場

合に備えて、既承認（H5又はH7亜型）以外の血清型の

鳥インフルエンザ不活化ワクチンの知見の集積・検討

を行う。また、迅速な淘汰が困難となった場合等の緊

急大量使用時に備えて、濃縮抗原を国内で備蓄する際

の評価手法の検討を行う。

（2）動物用医薬品安全性評価対応検査費（拡充）

53,536（28,735）千円

生ワクチン製造用培養細胞に由来する内在性レトロ

ウイルスの検査法及びその安全性評価手法等を開発し、

細胞を用いて製造する生ワクチンの安全性を確保する。

2 組織・定員

（1）検定検査に係る品質保証体制の整備（振替）

検査検定部門とは独立した第三者的立場において客観

的な試験検査の保証を行い、また、試験検査及び標準品

の作製のために保有している病原微生物や化学物質等の

危険物質について、安全かつ適切な管理を行う部門とし

て、企画連絡室に検定検査品質保証科（仮称）を設置し、

検定検査品質保証科長１名、品質保証係長１名及び標準

品管理係長１名を検査第一部から振り替えて配置する。

（2）動物用医薬品製造施設のＧＭＰ適合性調査体制の

整備（新規）

動物用医薬品の承認審査時のＧＭＰソフトに係る書

面・実地調査や、外国製造業認定審査時のＧＭＰハー

ドの実地調査に関する専門技術上の事項について、迅

速かつ適切な審査を行うために、企画連絡室に動物用

医薬品審査官１名を増員する。

なお、「国の行政機関の定員の純減について」（平成

18年６月30日閣議決定）に基づき、２名が削減される

ことから、当所の定員は81名となります。
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平成20年度歳出予算案及び組織・
定員の概要

＜人件費＞    �
 ○既定定員   �
 618,898（576,105）千円�
�
○定員合理化   �
 △10,990（      0）千円�
    �
○増員要求   �
 2,594（      0）千円�
    �
○短時間勤務職員   �
 6,798（4,459）千円�
    �
＜動物医薬品検査所共通費＞    �
○運営事務費   �
 105,898（105,556）千円�

�
○動物用医薬品危機管理緊急対策費（組替）  �
    38,184（51,408）千円�
   �
○動物用医薬品安全性評価対応検査費（拡充）   �
    53,536（28,735）千円�
   �
○動物用医薬品検定申請等電子化対応費（拡充）   �
    28,427（23,678）千円�
   �
○検査事業費（拡充）   �
    173,196（171,303）千円�

�
○施設整備費   �
  76,781（86,008）千円�

注：括弧内の数字は前年度�

動物医薬品検査所関係歳出予算の概要（平成２０年度）�

動物用医薬品等の品質・有効性及び安全性の確保－食の安全及び消費者の信頼の確保�

動物医薬品検査所�
1,093,466（1,047,252）千円�

Ⅰ 　動物医薬品検査所に必要な経費�
723,342（686,120）千円�

Ⅱ 　食の安全及び消費者の信頼確保対策に必要な経費�
293,343（275,124）千円�

Ⅲ　 施設整備に必要な経費�
　 76,781（86,008）千円�


